
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド

ン
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
学
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。

一
六
世
紀
＆
ぐ
冒
冨
、
荷
葛
、
嘗
嵐
ｏ
は
い
わ
ば
社
会
の
制
度
と

し
て
の
形
成
を
染
る
が
、
巨
昌
く
①
扇
昼
を
含
め
相
関
が
注
目
さ
れ
る
。

カ
ン
。
〈
二
・
オ
ブ
・
サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
と
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ア

ポ
セ
カ
リ
は
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ン
パ
ニ
（
ギ
ル
ド
）

と
の
関
係
が
あ
っ
た
。
一
八
○
○
年
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・

サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
勅
許
を
得
た
。

一
九
世
紀
に
入
っ
て
大
学
は
増
設
さ
れ
、
一
八
五
八
年
新
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ア
ク
ト
に
よ
り
医
師
資
格
と
し
て
オ
ク
ス
ブ
リ
ジ
の
学
位
同

様
に
新
大
学
学
位
お
よ
び
コ
レ
ジ
ズ
の
免
許
を
ゑ
と
め
、
一
方
ゼ
ネ

ラ
ル
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
を
新
設
し
て
教
育
の
調
整
と
医

師
登
録
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
六
世
紀
救
貧
法
は
今
世
紀
に
至
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
社
会
の

ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
に
つ
い
て

栗
本
宗
治

重
要
な
制
度
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
貧
困
と
疾
病
な
ど
の

調
査
が
行
わ
れ
た
。

。
ヘ
バ
リ
ッ
ジ
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
）
の
『
失
業
論
』
（
一
九
○
九
）
、

第
一
次
大
戦
前
後
の
混
乱
の
分
析
か
ら
の
ケ
イ
ン
ズ
（
ケ
ン
ブ
リ
ジ
）

の
『
貨
幣
論
』
（
一
九
三
○
、
三
六
）
な
ど
を
介
し
て
社
会
保
険
、

福
祉
へ
の
考
え
方
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
次
第
に
つ
く
ら
れ
た
。
自
由
党

首
相
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
蔵
相
チ
ャ
ー
チ
ル
は
大
き
な
関
心
を
示

し
た
。
第
二
次
大
戦
さ
な
か
く
、
ハ
リ
ッ
ジ
・
レ
ポ
ー
ト
は
イ
ギ
リ
ス

国
民
に
と
っ
て
未
来
へ
の
希
望
と
な
り
、
一
九
四
四
年
ブ
レ
ト
ン
・

ウ
ッ
ズ
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
戦
後
処
理
案
は
戦
後
の
支
柱
と
な
っ

た
。
一
九
七
○
年
代
べ
《
ハ
リ
ッ
ジ
や
ケ
イ
ン
ズ
の
是
正
の
要
が
指
摘

さ
れ
、
今
Ｅ
Ｃ
統
合
な
ど
、
転
換
期
に
あ
る
。

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
侍
医
は
ド
ー
ス
ン
卿
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
侍

医
は
モ
ー
ラ
ン
卿
、
と
も
に
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ジ

シ
ャ
ン
ズ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ゞ
ヘ
バ
リ
ッ
ジ
・
レ
ポ
ー
ト

を
も
と
に
し
た
一
九
四
六
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
全
国
民
を
カ
バ
ー
す

る
）
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
立
法
に
は
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
の
役
割

が
注
目
さ
れ
る
。

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
は
医
師
側
に
も
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
コ
レ
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ジ
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
か
ら
精
神
科
、
放
射
線
科
、
病
理

が
、
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
。
サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
か
ら
産
婦
人
科
が
独
立
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
を
も
ち
、
ま
た
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・

ゼ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
が
新
設
さ
れ
た
。
麻
酔
科
は
ロ
イ

ア
ル
・
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・
サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
内
に
あ
る
が
、
昨
年
コ
レ

ジ
・
オ
ブ
・
ア
ネ
ス
テ
テ
ィ
ス
シ
を
結
成
し
た
。
近
い
将
来
独
立
ロ

イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
の
活
動
は
広
い
。
し
か
し
一
六
世
紀
に
は

じ
ま
る
機
能
は
一
貫
し
て
試
験
機
関
で
あ
る
。
近
年
医
学
校
は
地
域

医
師
の
卒
後
生
涯
教
育
を
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
ロ

イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
は
医
育
面
で
も
機
能
し
た
が
今
日
試
験
機
関
と

し
て
の
原
点
に
返
り
つ
つ
あ
る
。
試
験
合
格
者
を
も
っ
て
構
成
す
る

ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
社
会
に
お
け
る
制
度
モ
デ
ル

と
目
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
大
学
学
位
（
デ
ィ
グ
リ
）
と
職
能
コ

レ
ジ
の
免
許
（
デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
）
は
肩
書
に
併
記
さ
れ
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
固
有
の
制
度
が
徴
表
さ
れ
る
。

今
欧
州
大
陸
と
の
関
係
が
論
を
よ
ぶ
。
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
に

も
徐
為
に
動
き
が
あ
る
。

（
大
阪
医
科
大
学
）

佐
賀
藩
の
医
学
教
育
は
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
古
賀
穀
堂
が

藩
主
鍋
島
斉
正
公
に
医
学
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
に
仮
設
の
医
学
館
が
八
幡
小
路
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
そ
の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
月
、
佐
賀
市
八
幡
小

路
に
正
式
に
医
学
校
が
設
立
さ
れ
、
藺
方
医
学
を
中
心
と
し
た
教
育

が
行
わ
れ
た
。
設
立
当
初
の
教
師
に
、
教
導
方
差
次
に
緒
方
洪
庵
の

門
人
渋
谷
良
次
、
指
南
役
に
宮
田
魯
斎
、
浅
田
宗
俊
、
指
南
役
差
次

に
高
木
玄
堂
、
上
村
春
庵
、
高
木
玄
哲
、
医
学
寮
係
り
合
に
横
尾
文

吾
が
任
じ
ら
れ
た
。
同
年
十
月
に
医
学
寮
と
改
称
、
教
導
方
に
大
庭

雪
斎
、
大
石
良
英
が
任
じ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
場
所
を
片
田
江
町

に
移
し
「
好
生
館
」
と
の
名
称
と
な
っ
た
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
一
月
に
好
生
館
に
病
院
設
立
の
議
が

起
り
、
翌
二
年
四
月
か
ら
小
規
模
な
が
ら
病
院
の
組
織
が
で
き
た
。

佐
賀
県
立
病
院
（
好
生
館
）
の
御
雇
外
国

人
医
学
教
師

高
安
伸
子
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